
第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

1

〇原 真波
（三井金属鉱業株式会社 経営企画本部 人事部 労政室 ステップ＆サポートセンター）

渡邉 いずみ
（三井金属鉱業株式会社 経営企画本部 人事部 労政室 ステップ＆サポートセンター）

～Power Platformによる

日報管理システムの構築とデータ活用～

第２分科会：企業における雇用定着の取組Ⅰ
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Agenda

•会社紹介
• 三井金属について

• SSCの所在と所属

• ビジョンとスローガン

• 業務内容紹介

•日報の移り変わり
• 日報における課題

• データ集約システムの考案

• Step1.Accessによるデータ取込

• Step2.Power Platformによる
システム構築

•導入後の変化
• 得られた効果

•日報システム詳細
• 稼働状況の入力画面とグラフ

• 感想と睡眠時間の入力画面とグラフ

• 体調と疲れの入力画面とグラフ

•さらなる安定就業に向けて
• 通院レポート

• 主治医への情報提供

•今後の展開
• データの一元化を目指す

•まとめ
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三井金属鉱業について
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会社概要
社名 三井金属鉱業株式会社（MITSUI MINING & SMELTING CO.,LTD.）

代表者 代表取締役社長 納 武士

本社所在地 東京都品川区大崎1-11-1

設立 1950（昭和25）年5月1日

資本金 42,178百万円（2022年9月末）

売上高 （連結）633,346百万円（2022年3月期）

（単体）339,816百万円（2022年3月期）

従業員数 連結11,881名 単体 2,139名（2022年3月末）

事業内容 機能材料・電子材料の製造・販売、非鉄金属製錬、資源開発、

貴金属リサイクル、素材関連事業、自動車部品の製造・販売 等
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SSCの所在と所属
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日比製煉所 / 日比製煉（株）

機能性粉体事業部 三池機能性粉体工場
薄膜材料事業部 三池ターゲット工場
セラミックス事業部 大牟田工場
三池製錬㈱

本社（大崎オフィス）

経営企画本部 人事部 労政室

Step & Support Center
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三井金属大崎オフィスに勤務する
障がい者の一人ひとりが、
誇りをもって業務に従事でき、
自発と自治をもって自立できる

スローガン
笑顔になって

（みずから変わろう！）
笑顔でいられて

（努力を続けよう！）
笑顔にさせる

（周りの人を喜ばそう！）

ビジョン
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備品管理

郵便物仕分け・配達 事務補助

ごみ回収オフィス清掃

どれも大事な
仕事です

業務内容紹介
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①メンバーが手書きで業務日誌を記入

②支援者が日誌の内容をPCに手入力する

③入力したデータをExcelで集計する

データを活用しきれず、日報記入が形骸化…

従来の手書き日報

• とにかく手作業が多い！
• 集計まで時間がかかる！
• すぐフィードバックできない！

日報における課題
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もっと作業を楽にして、
みんなの様子をすぐ確認
できるようにしたいなぁ…

デジタル日報システム
の開発スタート

データ集約システムの考案
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データ取り込みを自動化！
でも集計はまだ手作業…

⑫フィードバック

要支援者

支援者稼働

要支援者稼働

①日報入力 ②出力

支援者

③取り込
み処理
⑥記録⑦出力

⑤確認④取り込み⑧取り込み⑨確認

自動

⑩マクロ
実行

⑪取り
込み

手書き日報から
PC入力になったよ

Step1. Accessによるデータ取込
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データ取り込み・集計を自動化！
支援者の作業時間が大幅減！

支援者稼働

要支援者稼働

自動

Step2. Power Platformによるシステム構築

要支援者

①日報記入

支援者③記録

②確認

④確認

⑤フィードバック

手作業集計が
無くなった！

Power 
Platform
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日報の種類
本人による
日報記録

支援者による
合計

データ入力 グラフ化処理

紙 10分 10分 10分 30分

Access 10分 不要 5分 15分

Power Apps 10分 不要 不要 10分

支援者の作業時間

約70％OFF！

フィードバックの迅速化メンバーの体調確認 業務配分の適正化

導入後の変化
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日報の中身を
見ていきます

日報入力画面
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稼働状況（入力画面）



第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

14

稼働状況（集計グラフ）

業務の種類と時間配分

Aさん

Bさん

Cさん

Dさん

Eさん

Fさん

Gさん

名
前

業務配分の確認・
調整を行います
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感想と睡眠時間（入力画面）
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日によって睡眠に
ばらつきがある

睡眠レポート（集計グラフ）
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体調と疲れ（入力画面）

体調
（安定時の体調を０として
６段階で入力）

疲れ
（出勤時の状態を０として
６段階で入力）
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作業中は疲れやすい
みたいだな

体調と疲れ（集計グラフ）
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通院レポート

精神面は安定している
みたいだけど、睡眠が
不安定なのかな？
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各レポート類を印刷して
医師に見てもらいます

主治医への情報提供
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障がい特性

研修記録

日報データ

経験業務

技能・特技

• タイムリーな情報共有
• 支援内容の適正化
• 特性に応じた業務配分

Personal File(仮称)に集約

データの一元化を目指す
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まとめ

日報管理システムによる効果

⇒ ・業務配分の調整
・勤務時間変更や受診の提案

⇒ ・メンバー1人1人との面談時間確保
・フィードバックの迅速化
・コミュニケーションの増加

より楽しく、安心して働ける環境となった


